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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第２四半期連結
累計期間

第19期
第２四半期連結
累計期間

第18期
第２四半期連結
会計期間

第19期
第２四半期連結
会計期間

第18期

会計期間

自平成21年
10月１日
至平成22年
３月31日

自平成22年
10月１日
至平成23年
３月31日

自平成22年
１月１日
至平成22年
３月31日

自平成23年
１月１日
至平成23年
３月31日

自平成21年
10月１日
至平成22年
９月30日

売上高（千円） 1,070,3101,126,446420,946 744,1781,625,261

経常利益（千円） 125,765 155,745 29,452 168,003 68,867

四半期（当期）純利益（千円） 72,074 75,401 15,994 93,245 29,270

純資産額（千円） － － 1,688,9721,609,3471,648,649

総資産額（千円） － － 1,984,0002,005,8781,758,188

１株当たり純資産額（円） － － 31,691.6030,866.4730,877.04

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1,352.391,426.49 300.10 1,777.79 549.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
1,346.331,420.42 298.70 1,768.82 546.52

自己資本比率（％） － － 85.1 80.2 93.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△87,953 262,382 － － △178,973

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△65,555△184,367 － － △214,031

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△69,315 △44,666 － － △67,011

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,188,291984,445 951,098

従業員数（人） － － 185 187 187

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成23年３月31日現在

従業員数（人） 187(11)

（注）１．従業員数は就業人員（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループ

への出向者を含むほか、常用パートを含んでおります。）であり、臨時雇用者数は、当第２四半期連結会計期間

の平均人員を（　）外数で記載しております。

２．臨時雇用者には、パートタイマーを含み、人材会社からの派遣社員を除いております。

 

（２）提出会社の状況

 平成23年３月31日現在

従業員数（人） 159(10)

（注）１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、常用パートを含

んでおります。）であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

２．臨時雇用者には、パートタイマーを含み、人材会社からの派遣社員を除いております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）開発実績

　当第２四半期連結会計期間の開発実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

前年同四半期比（％）

ゲームソフト開発事業（千円） 344,123 154.5

モバイルコンテンツ開発事業

（千円）　
29,225 －

合計（千円） 373,349 167.6

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．金額は製造原価によっております。

３．モバイルコンテンツ開発事業において、当第２四半期連結会計期間より受託開発を行っているため、

モバイルコンテンツ開発事業の前年同四半期比について記載しておりません。　

 

（２）受注状況

　当第２四半期連結会計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

①受注高

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

前年同四半期比（％）

ゲームソフト開発事業（千円） 513,000 332.3

モバイルコンテンツ開発事業

（千円）
29,135 －

合計（千円） 542,135 351.2

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．モバイルコンテンツ開発事業において、当第２四半期連結会計期間より受託開発を行っているため、

モバイルコンテンツ開発事業の前年同四半期比について記載しておりません。

　　

②受注残高

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

前年同四半期比（％）

ゲームソフト開発事業（千円） 647,121 184.3

モバイルコンテンツ開発事業

（千円）　
11,060 －

合計（千円） 658,182 187.5

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．モバイルコンテンツ開発事業において、当第２四半期連結会計期間より受託開発を行っているため、

モバイルコンテンツ開発事業の前年同四半期比について記載しておりません。
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（３）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

前年同四半期比（％）

ゲームソフト開発事業（千円） 702,656 179.8

モバイルコンテンツ開発事業

（千円）
41,434 139.5

ネットワークコンテンツ開発事

業（千円）
88 －

合計（千円） 744,178 176.8

（注）１．主要な販売先及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自 平成22年１月１日
　　 至 平成22年３月31日） 

当第２四半期連結会計期間
（自 平成23年１月１日
　　 至 平成23年３月31日） 

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社カプコン 181,940 43.2 574,469 77.2

株式会社バンダイナムコゲームス 101,674 24.2 － －

株式会社ソニー・コンピュータエン

タテインメント
50,686 12.0 － －

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

　

（１）業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善や企業収益の向上等により景気は穏やかな回復

基調で推移しましたが、３月11日に発生した東日本大地震により、先行き不透明な状況となりました。

当社グループが属する家庭用ゲームソフト業界におきましては、任天堂株式会社より新型携帯ゲーム機である「ニ

ンテンドー３ＤＳ」が発売され、立体映像を使った新しいゲームの広がりが期待されております。また、携帯電話やＰ

Ｃのインターネット上のコミュニティ型サービスであるＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）での

ゲームコンテンツの利用普及や、スマートフォンでのゲームコンテンツの利用が拡大し、今後も市場の広がりが見込

まれております。

このような環境の中、当社グループにおきましては、多様化するプラットフォームでのゲーム利用の拡大に対し、開

発体制を整え魅力あるゲームコンテンツの開発に努めてまいりました。

また、今後の電力供給不足懸念に対しては、停電に耐えうる開発環境の構築として、札幌スタジオと株式会社エイ

ティング沖縄等への開発機能分散化の対応を進めております。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間の当社グループの経営成績は、売上高は744,178千円（前年同四半期は売上

高420,946千円）、営業利益は166,494千円（前年同四半期は営業利益29,471千円）、経常利益は168,003千円（前年同

四半期は経常利益29,452千円）、四半期純利益は93,245千円（前年同四半期は四半期純利益15,994千円）となりまし

た。

なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。これにより、新たに「ネットワークコンテンツ開発事業」を報告セグメント

としております。詳細は、「第５経理の状況 １．四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等）セグメント情

報」をご覧ください。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

①　ゲームソフト開発事業

　ゲームソフト開発事業におきましては、ＰＳ３／ＸＢＯＸ３６０向け大型タイトルの開発が完了し、ニンテンドー

３ＤＳ向けタイトルについて複数タイトルの開発を進めてまいりました。また、ゲームプラットフォームが多様化

する中、これらの開発を効率化するツールの制作及び改良を行ってまいりました。

以上の結果、ゲームソフト開発事業における売上高は702,656千円（前年同四半期は売上高390,786千円）、営業

利益は252,827千円（前年同四半期は営業利益110,345千円）となりました。

　

②　モバイルコンテンツ開発事業

　モバイルコンテンツ開発事業におきましては、ＳＮＳゲーム市場に対し、市場調査及びコンテンツの制作を行う専

任部署を設置し、当セグメントにおいて携帯電話向けＳＮＳコンテンツの開発を行ってまいりました。しかしなが

ら既存コンテンツにおいて厳しい状況が続き、前年同四半期比で減益となりました。

以上の結果、モバイルコンテンツ開発事業における売上高は41,434千円（前年同四半期は売上高29,696千円）、

営業損失は6,078千円（前年同四半期は営業利益5,283千円）となりました。

　

③　ネットワークコンテンツ開発事業

　ネットワークコンテンツ開発事業におきましては、第１四半期連結会計期間より配信開始したＳＮＳコンテンツ

について、マーケティング及びアップデートを実施してまいりました。

また、現在開発中でありますオンラインゲーム事業においては、開発スケジュールを見直し、運営開始時期を当初

計画に対して見直した結果、当第２四半期連結会計期間においては原価負担が減り、営業損失の減少要因となりま

した。

以上の結果、ネットワークコンテンツ開発事業における売上高は88千円、営業損失は867千円となりました。

　

④　その他事業

　その他事業における当第２四半期連結会計期間の売上高及び営業利益はありません。（前年同四半期は売上高462

千円、営業利益411千円）
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（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間末

に比べ27,455千円増加し、984,445千円となりました。

　また、当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果取得した資金は、89,995千円（前年同四半期は53,580千円の支出）となりました。主な増加要因

は、税金等調整前四半期純利益168,003千円、たな卸資産の減少額71,635千円等であり、主な減少要因は、売上債権の

増加額259,619千円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は、80,153千円（前年同四半期は50,311千円の支出）となりました。主な減少要因

は、無形固定資産の取得による支出79,887千円等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果取得した資金は、17,614千円（前年同四半期は7,103千円の支出）となりました。増加要因は長期

借入れによる収入70,000千円であり、減少要因は自己株式の取得による支出47,647千円、配当金の支払額

4,738千円であります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありま

せん。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

（２）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000

計 200,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年５月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 54,993 55,023
東京証券取引所

マザーズ市場

単元株制度を採用

していないため、単

元株式数はありま

せん。

計 54,993 55,023 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づく新株予約権

（平成17年６月14日開催の臨時株主総会特別決議）

区分
第２四半期会計期間末現在
（平成23年３月31日）

新株予約権の数（個） 510

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 510（注）２．

新株予約権の行使時の払込金額（円） 24,800（注）３．

新株予約権の行使期間
平成20年６月16日から

平成23年６月15日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　24,800

資本組入額　12,400

新株予約権の行使の条件 （注）１．

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要す

る。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

（注）１．新株予約権の行使の条件

（１）本新株予約権の割当個数の全部または一部を行使することができる。ただし、１個の本新株予約権をさら

に分割して行使することはできないものとする。

（２）新株予約権者が死亡した場合には、新株予約権は喪失するものとする。

（３）新株予約権の譲渡、質入その他の処分をすることができない。

（４）新株予約権者は、当社の普通株式にかかる株券が、いずれかの証券取引所に上場された場合に限り、行使す

ることができる。

（５）その他の細目については当社と新株予約権割当対象者との間で締結した「新株予約権割当契約書」に定

められております。

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合には、各新株予約権の目的たる株式の数は、次の算式により調整され

るものとする。ただし、調整の結果生じる１株未満の端数は切り捨てる。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

３．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整により生じる

１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝
調整前
行使価額

×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株を発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により１株当たりの払込金

額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

    
既発行株式数 ＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝
調整前
行使価額

×
時価

既発行株式数＋新規発行株式数
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年１月１日～

平成23年３月31日
－ 54,993 － 207,313     － 268,563

（注）平成23年４月１日から平成23年5月13日までの間に、ストック・オプションの行使により、発行済株式総数が　　30

株、資本金および資本準備金がそれぞれ372千円増加しております。　

　

（６）【大株主の状況】

 平成23年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 藤澤　知徳  東京都大田区 31,900 61.18

 豊嶋　真人  東京都世田谷区 7,900 15.15

 株式会社エーイング  東京都大田区田園調布３丁目49-1 1,000 1.92

 日比　進  東京都大田区 900 1.73

 落合　雄一  東京都目黒区 900 1.73

 外山　雄一  東京都大田区 900 1.73

 エイティング従業員持株会  東京都品川区南大井６丁目20-14 572 1.10

 森下　晃州  埼玉県比企郡嵐山町 200 0.38

 日進レンタカー株式会社  東京都目黒区下目黒２丁目19-８ 158 0.30

 八尋　智哉  宮崎県宮崎市 131 0.25

計 － 44,561 85.47

（注）１．上記のほか、自己株式が2,854株あります。

　　　２．発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、自己株式2,854株を控除した発行済株式数（52,139株）により算出

しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】　

 平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　 2,854 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　52,139 52,139 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 54,993 － －

総株主の議決権 － 52,139 －

 

②【自己株式等】

 平成23年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エイティ

ング

東京都品川区南大

井六丁目20番14号

　

2,854 － 2,854 5.19

計 － 2,854 － 2,854 5.19

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
10月

11月 12月
平成23年
１月

２月 ３月

最高（円） 39,15042,55045,10049,70060,00063,400

最低（円） 32,00030,60039,30044,00048,00041,100

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結会

計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年10月１日から平成

23年３月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成

22年３月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第２四半期連結

累計期間（平成22年10月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法

人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 984,445 951,098

受取手形及び売掛金 380,622 226,051

コンテンツ 578 －

仕掛品 3,014 21,974

コンテンツ仕掛品 － 41,852

繰延税金資産 616 1,315

その他 44,536 89,439

流動資産合計 1,413,814 1,331,732

固定資産

有形固定資産 ※
 56,578

※
 46,658

無形固定資産

コンテンツ仮勘定 293,762 188,176

その他 128,215 80,898

無形固定資産合計 421,977 269,074

投資その他の資産 113,507 110,722

固定資産合計 592,063 426,455

資産合計 2,005,878 1,758,188

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 72,393 5,035

未払法人税等 77,905 6,178

前受金 13,638 10,532

賞与引当金 32,369 －

受注損失引当金 3,561 －

その他 132,552 87,792

流動負債合計 332,419 109,539

固定負債

長期借入金 59,760 －

資産除去債務 4,352 －

固定負債合計 64,112 －

負債合計 396,531 109,539
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 207,313 207,313

資本剰余金 268,563 268,563

利益剰余金 1,303,831 1,281,824

自己株式 △170,360 △109,051

株主資本合計 1,609,347 1,648,649

純資産合計 1,609,347 1,648,649

負債純資産合計 2,005,878 1,758,188
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

売上高 1,070,310 1,126,446

売上原価 659,565 714,517

売上総利益 410,745 411,929

販売費及び一般管理費 ※1
 285,459

※1
 257,825

営業利益 125,285 154,104

営業外収益

受取利息 9 5

受取配当金 86 －

還付加算金 － 1,667

未払配当金除斥益 360 －

助成金収入 224 330

その他 96 269

営業外収益合計 776 2,271

営業外費用

支払利息 － 196

投資事業組合運用損 296 －

創立費償却 － 363

その他 － 71

営業外費用合計 296 630

経常利益 125,765 155,745

特別損失

開発中止損失 － 4,512

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,694

特別損失合計 － 6,206

税金等調整前四半期純利益 125,765 149,539

法人税等 ※2
 53,691

※2
 74,137

四半期純利益 72,074 75,401
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

売上高 420,946 744,178

売上原価 264,463 466,454

売上総利益 156,482 277,724

販売費及び一般管理費 ※1
 127,010

※1
 111,230

営業利益 29,471 166,494

営業外収益

受取利息 9 5

還付加算金 － 1,324

助成金収入 224 330

その他 44 45

営業外収益合計 277 1,705

営業外費用

支払利息 － 196

投資事業組合運用損 296 －

営業外費用合計 296 196

経常利益 29,452 168,003

税金等調整前四半期純利益 29,452 168,003

法人税等 ※2
 13,458

※2
 74,757

四半期純利益 15,994 93,245
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 125,765 149,539

減価償却費 11,268 22,482

賞与引当金の増減額（△は減少） 36,009 32,369

受取利息及び受取配当金 △95 △5

支払利息 － 196

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 3,561

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,694

投資事業組合運用損益（△は益） 296 71

開発中止損失 － 4,512

売上債権の増減額（△は増加） △162,297 △159,083

たな卸資産の増減額（△は増加） 174,740 60,233

仕入債務の増減額（△は減少） △11,009 67,357

前受金の増減額（△は減少） △254,603 3,105

未払金の増減額（△は減少） 4,028 △1,405

未収消費税等の増減額（△は増加） － 10,886

未払消費税等の増減額（△は減少） 21,682 31,055

その他 △18,181 △2,502

小計 △72,395 224,068

利息及び配当金の受取額 95 5

利息の支払額 － △196

法人税等の支払額 △15,653 △6,179

法人税等の還付額 － 44,684

営業活動によるキャッシュ・フロー △87,953 262,382

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △6,193 △8,827

無形固定資産の取得による支出 △61,987 △173,774

投資有価証券の売却による収入 2,500 －

敷金及び保証金の差入による支出 － △1,829

その他 126 64

投資活動によるキャッシュ・フロー △65,555 △184,367

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 70,000

自己株式の取得による支出 － △61,309

配当金の支払額 △69,315 △53,357

財務活動によるキャッシュ・フロー △69,315 △44,666

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △222,823 33,347

現金及び現金同等物の期首残高 1,411,115 951,098

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,188,291

※
 984,445
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

１．連結の範囲に関する事項の

変更　

（１）連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、株式会社エイティングネットワークスを新たに設立し

たため、連結の範囲に含めております。

　

（２）変更後の連結子会社の数

　２社

２．会計処理基準に関する事項

の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用　

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、営業利益及び経常利益は263千円、税金等調整前四半期純利益は 　1,957

千円それぞれ減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の

変動額は4,328千円であります。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

（四半期連結損益計算書）

１．前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「還付加算金」　は、

営業外収益の総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。　

　　なお、前第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「還付加算金」は5千円であります。

２．前第２四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「未払配当金除斥益」は、当第２四半期連結累計期

間において営業外収益の総額の100分の20以下となったため、「その他」に含めて表示することとしました。

　　なお、当第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「未払配当金除斥益」は179千円でありま

す。

３．前第２四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「投資事業組合運用損」は、当第２四半期連結累計

期間において営業外費用の総額の100分の20以下となったため、「その他」に含めて表示することとしました。

　　なお、当第２四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「投資事業組合運用損」は71千円でありま

す。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

（四半期連結貸借対照表）

　前第２四半期連結会計期間末において、固定資産の「無形固定資産」に含めて表示しておりました「コンテンツ仮勘

定」は、資産総額の100分の10を超えたため、当第２四半期連結会計期間末より区分掲記することとしました。

　なお、前第２四半期連結会計期間末の固定資産の「無形固定資産」に含まれる「コンテンツ仮勘定」は70,096千円で

あります。　

　

【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

　税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益又は損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
（平成22年９月30日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、62,520千円でありま

す。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、55,043千円でありま

す。

 　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

賞与引当金繰入額 6,481千円

　     　

　     　

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

役員報酬 57,228千円

　

給料手当　 54,911　

賞与引当金繰入額 6,609　

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

役員報酬 28,614千円

給料手当

賞与引当金繰入額

26,438

5,670

 

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

役員報酬 28,614千円

給料手当

賞与引当金繰入額

24,394

5,864

 

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　（平成22年３月31日現在）

現金及び預金勘定 1,188,291千円

現金及び現金同等物 1,188,291千円

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　（平成23年３月31日現在）

現金及び預金勘定 984,445千円

現金及び現金同等物 984,445千円
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（株主資本等関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　

平成23年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　54,993株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　 2,854株

 

３．新株予約権等に関する事項

　会社法の施行前に付与されたストック・オプションであるため、残高はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月22日

定時株主総会
普通株式 53,394 1,000平成22年９月30日平成22年12月24日利益剰余金

５．株主資本の著しい変動に関する事項

　当社は、当第２四半期連結累計期間において、平成22年11月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,255株

を取得いたしました。この結果、当第２四半期連結会計期間末において、自己株式が61,309千円増加し、170,360千

円となっております。　

　

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年１月１日　至平成22年３月31日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成21年10月１日　至平成22年３月31日）

　ゲームソフト開発事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の

合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年１月１日　至平成22年３月31日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年10月１日　至平成22年３月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年１月１日　至平成22年３月31日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年10月１日　至平成22年３月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会及び経営

会議が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社は、本社に製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は、取り扱う製品・サービスについて国内及び海

外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「ゲームソフ

ト開発事業」及び「モバイルコンテンツ開発事業」並びに「ネットワークコンテンツ開発事業」の３つを報

告セグメントとしております。

「ゲームソフト開発事業」は、家庭用ゲームソフト及びアミューズメント施設向けゲームソフトの企画・開

発をしております。「モバイルコンテンツ開発事業」は、携帯電話向けデジタルコンテンツの企画・開発・配

信をしております。「ネットワークコンテンツ開発事業」は、オンラインコンテンツの企画・開発・運営をし

ております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　当第２四半期連結累計期間（自平成22年10月１日 至平成23年３月31日）

（単位：千円）　

 

報告セグメント
その他
（注）

合計ゲームソフト
開発事業

モバイル
コンテンツ
開発事業

ネットワーク
コンテンツ
開発事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,058,64867,655 88 1,126,39154 1,126,446
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － － －

計 1,058,64867,655 88 1,126,39154 1,126,446

セグメント利益又は損失（△） 346,014△10,256△9,342 326,416 39 326,454

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、デジタルキャラクターの企画製作及び

特許開発等を含んでおります。

　

　当第２四半期連結会計期間（自平成23年１月１日 至平成23年３月31日）

（単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計ゲームソフト
開発事業

モバイル
コンテンツ
開発事業

ネットワーク
コンテンツ
開発事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 702,65641,434 88 744,178 － 744,178
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － － －

計 702,65641,434 88 744,178 － 744,178

セグメント利益又は損失（△） 252,827△6,078 △867 245,880 － 245,880

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、デジタルキャラクターの企画製作及び

特許開発等を含んでおります。
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容

　（差異調整に関する事項）

　　当第２四半期連結累計期間（自平成22年10月１日 至平成23年３月31日）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 326,416

「その他」の区分の利益 39

全社費用（注） △172,349

四半期連結損益計算書の営業利益 154,104

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　

　　当第２四半期連結会計期間（自平成23年１月１日 至平成23年３月31日）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 245,880

「その他」の区分の利益 －

全社費用（注） △79,386

四半期連結損益計算書の営業利益 166,494

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（金融商品関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

　受取手形及び売掛金が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められます。　

科目

四半期連結貸借対照表

計上額

（千円）

時価

（千円）

差額

（千円）

　受取手形及び売掛金 　380,622 　380,622 －

（注）金融商品の時価の算定方法

受取手形及び売掛金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。　

　

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、当四半期連結会計期間に著しい変動はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

　当社グループはデリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

　該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）　

資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

認められないため、記載していません。

（注）第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号　平成20年３月31

日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日)を適用しているため、前連結会計年度の末日における残高に代えて、第１四半期連結会計期間の期首に

おける残高と比較しています。

 

（賃貸等不動産関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）　

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
（平成22年９月30日）

１株当たり純資産額 30,866.47円 １株当たり純資産額 30,877.04円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 1,352.39 円

潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額
1,346.33 円

１株当たり四半期純利益金額 1,426.49 円

潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額
1,420.42 円

（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 72,074 75,401

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 72,074 75,401

期中平均株式数（株） 53,294 52,858

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額
  

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 240 226

　希薄化効果を有しないため、潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益金額の算定

に含めなかった潜在株式で、前連結会計年

度末から重要な変動があったものの概要

－ －
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 300.10円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額
298.70 円

１株当たり四半期純利益金額 1,777.79円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額
1,768.82 円

（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 15,994 93,245

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 15,994 93,245

期中平均株式数（株） 53,294 52,450

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額
  

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 251 266

　希薄化効果を有しないため、潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益金額の算定

に含めなかった潜在株式で、前連結会計年

度末から重要な変動があったものの概要

－ －

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　　　　 

（リース取引関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

　記載すべき事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年５月12日

株式会社エイティング

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邊　浩一郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 原口　清治　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エイティン

グの平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成

22年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エイティング及び連結子会社の平成22年３月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、「工事契約に関する

会計基準」及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期

間に着手した受注制作のソフトウェアに係る契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実

性が認められるソフトウェア制作については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他のソフト

ウェア制作については工事完成基準を適用している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年５月13日

株式会社エイティング

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邊　浩一郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 原口　清治　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エイティン

グの平成22年10月１日から平成23年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成

23年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年10月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エイティング及び連結子会社の平成23年３月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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